






































































〔4〕 実習の種類と時期、実習生数  【表 1】 
年次 実習種別 実習施設における実習実施期間  実習生数 
1 年 
 
保育実習Ⅰ 平成 29 年 2月 6日(月)～2月 18 日(土) 11 日間 33 名 
1 年 
 
施設実習 平成 29 年 2月 27 日(月)～3月 11 日(土) 11 日間 33 名 
2 年 幼稚園実習 平成 29 年 6月 5日(月)～6月 23 日(金) 15 日間 
 
36 名 











〔5〕 実習園所在地域別 (幼稚園実習)   【表 2】 
設置主体 地域別 学生数 
公 立 長 浜 15 人 
 彦 根 8 人 
 米 原 3 人 
 豊 郷 1 人 
 栗 東 1 人 
 計 28 人 
私 立 守 山 1 人 
 湖 南 1 人 
 計    2 人 
県外 公立 岐阜県 1 人 
 福井県 1 人 
 兵庫県 1 人 
 計    3 人 
県外 私立 岐阜県 2 人 
 福井県 1 人 
 計    3 人 
    合計    36 人 
 
 
3. 方 法 




〔1〕 第 1回模擬保育後の反省と自己評価  【表 3】 






















 平成 29 年度の幼稚園教育
実習は、36 名の学生が実習を















































合計     
  











合計     
 



























 1＝努力が必要 2＝あと少し 3＝普通  4＝おおむね達成できた。 5＝達成できた。 
（4）










































合計平均   
 9 点  
 
1 項目平均 



























 10 点 
 
1 項目平均 
 3.3 点 
 

















第 2回模擬保育   自己評価と他者評価の比較    【表 4-2】 
 学生名 自己評価点数 (1 項目平均点数) 他者による評価点数(1 項目平均点数) 
 
自己評価成績上位郡 
A   4.6   3.8     (－0.8) 
B   4.4   3.3     (－1.1) 
C   4.0   2.8     (－1.2) 
 
自己評価成績中位郡 
D   3.4   4.3     (＋0.9) 
E   3.4   3.9     (＋0.5) 
F   3.3   4.9     (＋1.6) 
 
自己評価成績下位郡 
G   2.8   3.9     (＋1.1) 
H  2.4   4.2     (＋1.8) 
I   2.2   3.9     (＋1.7) 
 
 


























3 2 1 













3 2 1 
④ 明朗性 ・安心感を与えるような笑顔や表情でかかわることができたか 
・活気・覇気が感じることができたか 
3 2 1 
（6）
















① 施設の理解 ・施設の役割や機能について理解しようと努めたか 
・実習施設の概要を理解できたか 
3 2 1 
② 一日の流れの理解 ・子どもの生活と一日の流れについて理解できたか 
・その中における職員の流れを理解できたか 





3 2 1 
④ 保育計画・指導計
画の理解 
・実践における計画立案の重要性を理解できたか 3 2 1 
⑤ 保育技術の習得 ・教材用具の準備と環境整備の必要性が理解できたか 
・保育の一部分を実際に担当し、子どもの援助・指導ができたか 





3 2 1 
⑦家庭・地域社会との
連携の理解 










3 2 1 






3 2 1 





 実習後における実習生自己評価 【表 5-1】 
 
区分 自己評価項目 意欲・ 
積極性 
人数  ％ 
勤務態度 










人数  ％ 
実習課題に対す
る取り組み 
人数   ％ 
３（よくできた） 7  2 0 ％ 1 9  5 3 ％ 8   2 2 ％ 15 42％ 1 2  3 3 ％ 9    2 5 ％
２（できた） 2 6  7 2 ％ 1 5  4 2 ％ 2 6   7 2％ 20 56％ 2 2  6 1 ％ 2 4    6 7％
1（できなかった） 3   8 ％ 2   5 % 2    6％ 1  2％ 2   6 ％ 3     8 ％
「教育実習における自己評価と園評価から見る教育実習指導の検討」
　　　－客観的自己評価力の向上を目指して、教職実践演習につなげる－（7）
区分 自己評価項目 施設の理解 
 









人数  ％ 
保育技術の習
得 




３（よくできた） 1 1  3 1 ％ 1 8  5 0 ％ 1 2  3 3 ％ 6  1 7 ％ 6  1 7 ％ 1 3  3 6 ％
２（できた） 2 5  6 9 ％ 1 7  4 7 ％ 2 3  6 4 ％ 2 8  7 8 ％ 2 8  7 8 % 2 2  6 1 %







人数  ％ 
子どもとの
かかわり  
人数  ％ 
職業倫理の理
解 
人数  ％ 
健康・安全への配
慮 
人数  ％ 
実習記録 
 
人数  ％ 
３（よくできた） 1 3  3 6 ％ 1 9  5 3 ％ 5   1 4 ％ 1 2   3 3 ％ 8   2 3 ％
２（できた） 1 8  5 0 ％ 1 6  4 4 % 2 9  8 0 ％ 2 3   6 4 % 2 5   6 9 %
1（できなかった） 5   1 4 ％ 1   3 % 2   5 ％ 1    3 % 3    8 ％
 
 
   実 習 園 評 価    【表 6】 
区分 園評価項目 意欲・ 
積極性 




職 員 との 関
係・協調性 






人  ％ 
実習課題に対す
る取り組み 
人数   ％ 
３（優れている） 1 4  3 9 ％ 1 9  5 3 ％ 1 0  2 8 ％ 1 4  3 9 ％ 1 2  3 3 ％ 7    2 0 ％
２（適切である） 1 8  5 0 ％ 1 5  4 2 ％ 2 3  6 4 ％ 2 0  5 6 ％ 2 0  5 6 ％ 2 5   6 9 ％
1（努力を要する） 4   1 1 ％ 2   5 ％ 3   8 ％ 2   5 ％ 4  1 1 ％ 4    1 1 ％
 
区分 園評価項目 施設の理解 
 









人数  ％ 
保育技術の習
得 




３（優れている） 4  1 1％ 1 2  3 3 ％ 3   8 ％ 4   1 1 ％ 3    8％ 7  2 0％
２（適切である） 3 1  8 6 ％ 2 2  6 1 ％ 2 9  8 1 ％ 2 5   6 9 ％ 2 7   7 5％ 2 5  6 9 ％





人数  ％ 
子どもとのか
かわり  
人数  ％ 
職業倫理の理
解 
人数  ％ 
健康・安全への
配慮 
人数  ％ 
実習記録 
 
人数  ％ 
３（優れている） 1   3 ％ 1 3   3 6 ％ 4   1 1 ％ 3   8 ％ 6   1 7 ％
２（適切である） 3 3   9 2 ％ 2 0   5 6 ％ 3 1   8 6 ％ 3 1   8 7 ％ 2 6   7 2 ％
1（努力を要する） 2   5 ％ 3    8 ％ 1    3 ％ 2   5 ％ 4   1 1 ％
（8）





















実習生評価  2.1 2.5  2.2  2.4  2.3   2.2 
園評価  2.3  2.5  2.2  2.3  2.2   2.1 
比較 ＋0.2   0   0 －0.1 －0.1 －0.1 
 


















実習生評価  2.3  2.5  2.3   2.1  2.1  2.3 
園評価  2.1  2.3  2.0   1.9  1.9  2.1 

















実習生評価  2.2  2.5   2.1  2.3  2.1 
園評価  2.0  2.3   2.1  2.0  2.1 
比較 －0.2 －0.2    0 －0.3   0 
 
 
4. 結 果 と 考 察 
(1) 実習前第 1回目の模擬保育による自己評価と他者評価 






























































































































































                           子ども学科 准教授 




1） 滋賀文教短期大学 教育実習実施要項   




期大学紀要 2009 年 
5） 日本保育者養成教育学会  第１回研究大会 プログラム・妙録集 89Ｐ 
「教育実習における自己評価と園評価から見る教育実習指導の検討」
　　　－客観的自己評価力の向上を目指して、教職実践演習につなげる－（13）
